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【はじめに】  

下痢や発育不良は養豚経営をする上で最も重要な問題の一つである。代表的な下痢に

関与する感染症として豚流行性下痢（PED）1)、伝染性胃腸炎（TGE）、ロタウイルス病（Rota）
6)、豚大腸菌症（起因菌：腸管毒素原性大腸菌（ETEC））6)、サルモネラ症（Sal）3)、豚増

殖性腸炎（Li）4)などが挙げられる。一方発育不良に関与する疾病として、豚繁殖呼吸障

害症候群（PRRS）、豚サーコウイルス関連疾病（PCV2）2)、サルモネラ症、豚増殖性腸炎

などが挙げられる。 

愛知県において下痢や発育不良が主訴の豚の病性鑑定を実施する場合、小腸粘膜や小

腸内容物を用いて抗原検査を実施するのが一般的であるが、大腸粘膜や内容物を用いる

機会は少ない。しかし病理組織学的検査により、小腸に病変が見られず、大腸にのみ病

変が形成される症例がしばしば見られる。そして免疫組織学的に、これらの病変部にサ

ルモネラ属菌の陽性抗原が観察される機会は少なくない。サルモネラ症は菌分離により

診断されることから、小腸からの菌分離のみでは見逃してしまう可能性がある。 

そこで小腸と大腸における病変形成の頻度を回顧的に調査し、数値化及び比較したと

ころ、消化管病変の特徴について新たな知見が得られたので、その概要を報告する。 

【材料及び方法】 

(1) 消化管病変の分類 

平成25年4月から29年10月までに下痢又は発育不良で病性鑑定を実施した191

頭（下痢；81 頭、発育不良；101 頭、下痢及び発育不良；9 頭）の十二指腸から直

腸について、ＨＥ染色切片を鏡検することにより病変の有無を調査した。 

病変は下記のように分類した。 

①粘膜上皮の剥離・変性 

②軽度な壊死（粘膜上部に限局的に壊死が見られるもの） 

③壊死（粘膜固有層に広く壊死が見られるもの） 

④潰瘍（粘膜筋板を超えて、粘膜下組織まで壊死が波及するもの） 

(2) 免疫組織学的検査（免染）： 

上記②～④の病変が見られた消化管について、サルモネラＯ多価家兎血清（デ

ンカ生研）を一次抗体として用いた。 

(3) 原虫浸潤状況調査： 

上記②～④の病変が見られた消化管について、原虫浸潤の有無を比較した。 

(4) 疾病別での発生状況調査： 

下痢や発育不良に関与する代表的な 10 疾病（PED/TGE・Rota・PRRS・PCV2・ETEC・

Sal・Li・グレーサー病・アメーバ症・バランチジウム症）について、発生状況を

頭数で比較した。 

(5) 統計処理： 



数値は観察された豚の頭数でカウントし、主訴別で整理した。統計処理は全て

χ二乗検定で行い、有意差は残差解析により比較した。 

【結果】  

(1) 小腸と大腸の消化管病変の比較： 

消化管病変は小腸よりも大腸に多い傾向にあり、特に盲腸及び結腸において、

病変形成頻度が高かった（図 1）。主訴別では、下痢、発育不良の豚で、大腸病変

が小腸病変よりも有意に多く、下痢及び発育不良の豚では大腸における病変形成

頻度が 66.7％と高かった（図 2）。 

(2) サルモネラ属菌免染： 

主訴別での Sal の陽性反応は、下痢と発育不良の豚で、小腸に比べ大腸に有意

に多く検出された。下痢及び発育不良の豚では、大腸における Sal 免染陽性率が

高い傾向にあった（図 3）。 

(3) 原虫浸潤調査： 

主訴別での原虫浸潤は、発育不良の豚で、小腸に比べ大腸に有意に多く確認さ

れた。下痢及び発育不良の豚では、原虫浸潤頻度が高い傾向があった（図 4）。確

認された原虫は、Entamoeba spp.、Balantidium coli、Isospora suis の順に多か

った。 
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(4) 主訴別での疾病の発生状況： 

主訴別での疾病の発生状況を比較すると、下痢の豚では、PED/TGE・Rota・ETEC、

発育不良の豚では PRRS・Sal、下痢及び発育不良の豚では PCV2・Sal・Li・アメー

バ症が高い頻度で検出された（図 5）。 
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【まとめ及び考察】 

 小腸と大腸で病変形成頻度を比較すると、大腸の方が病変形成頻度が高い結果となっ

た。これは今回観察対象とした壊死・潰瘍といった壊死性病変が Sal や Li といった細菌

に起因することが多く、これらの細菌は回腸末端部から大腸に感染することに由来する

ためと考えられる。今回、明らかな下痢を示していない発育不良の豚においても Sal の

免染で陽性反応が大腸において多く検出されていることから、発育不良の豚の病性鑑定

時には、大腸から菌分離を実施することで Sal の検出率が上がる可能性がある。 

 一方原虫浸潤は発育不良の豚で大腸に多く検出され、下痢及び発育不良の豚において、

検出率が高い結果となった。特にアメーバ症はローソニアの病変を強める報告もあり 5)、

細菌による一次病変に浸潤することにより、発育不良をより重篤化させていると考えら

れる。 

 また疾病の発生状況を比較すると、下痢の豚では PED や Rota、ETEC といった急性下痢

を起こす疾病が多く確認されており、発育不良では PRRS や PCV2 といった免疫低下に関

与するウイルスのほか、Sal や Li といった細菌性下痢を起こす疾病が多く確認されてい

る。下痢及び発育不良の豚では、アメーバ症といった原虫の感染頻度も高い。これらの

主訴別では疾病の発生状況に一定の傾向が見られ、下痢は急性感染症によることが多く、

発育不良には PRRS ウイルスや PCV2、細菌性下痢が関与することが示唆され、さらに原虫

が感染することで症状の悪化につながっていると考えられる。 

 以上より、下痢や発育不良の病性鑑定を実施する際は、上記の傾向を考慮に入れなが

ら、特に発育不良が見られる場合は、大腸からの菌分離を実施する方が望ましく、また

下痢・発育不良の両方が見られる場合は、原虫感染を疑い寄生虫検査を実施することで、



診断能力の向上に寄与する可能性がある。 
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